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1. 背景・目的 
	 	 住環境を評価する項目の一つに買物のしやすさがある．買物にお

いて衣料品等の「買回品」だけでなく，生鮮食料品等の「最寄品」

も買物先までの距離(以下，買物距離)が遠い場合には様々な弊害が

考えられるが，北海道においては，近隣の自治体まで出掛けて行う

買物(以下，「他地区購買」)が多くみられる．「北海道広域商圏動向

調査」文 1)(以下，「商圏調査」)によると，全道 188 市区町村のうち

最寄品の他地区購買率(=他地区購買金額/全購買金額)が 80％を越

える市区町村は48％を占めている注1)．買物に関する既往研究では，

買物弱者に関する研究が多い．例えば高齢者については買物距離が

遠くなると食事の回数が減るとの報告（樋野文 2））や，高齢/非高齢

に関わらず，買物距離が遠いと不満が高くなるとの報告（近藤文 3））

がある．これらは「生活に必要な買物の困難さ」から居住生活の一

面を捉えている．しかし，地方に住まう多くの人々が困難さを抱え

ながら買物をしなければならない環境に住み続けていることも考え

にくい．例えば，買物には健康などの「福祉的機能」文 4)や楽しさと

いった「心理的機能」文 5)文 6)の側面もあり，地方の他地区購買にお

いても困難さだけでは捉えられない側面があるのではないだろうか．	 

	 今後の人口減少に伴い，多くの地方でも買物距離が遠くなること

が予想される．本研究では，北海道で他地区に購買を大きく委ねる

地方自治体を取り上げ，一般的な居住者の買物の実態および買物行

動の心理評価の把握を行うもので，特に居住環境を買物という視点	 

で考えるための質的な資料獲得を目指す．	 

	 

2. 研究の方法 
	 	 他地区購買が多い地方自治体，自地区購買が多い自治体およびそ

の郊外の自治体を対象にアンケート調査を行い，買物実態および心

理評価を捉える．分析では，買物実態および心理評価を母平均の差

の検定を用いて比較し，他地区購買の特性を捉える．また，買物実

態と心理評価の単相関分析を用いて，心理評価の要因を探る．	 

2.1	 調査地の購買状況	 

	 	 商圏調査によれば，北海道は母都市とその周辺の市町村で構成さ

れる 8 つの広域商圏注 2)注 3)に分かれる．札幌市以外の母都市では，

札幌市への買物が含まれると考えたため，本研究では札幌広域商圏

（56 自治体で構成）を対象とした．札幌広域商圏の各自治体におけ

る最寄品の他地区購買率を求めると，80％を超える市区町村数は

24/56(43％)ある．なお，他地区での買回品購買率と最寄品購買率は，

北海道全体で相関係数 0.96 と高い相関があり，札幌広域商圏におい

ても相関係数 0.93 と高い相関がある	 (図 1)．調査地には札幌広域

商圏のうち，札幌市から距離が遠く，札幌市での最寄品購買率が高

い喜茂別町(44％)を選定した(図 2)．また喜茂別町と比較するため

に，札幌市までの距離が短く，札幌市での最寄品購買率が高い石狩

市(46％)，自地区での購買率が高い居住地である札幌市を代表して，

中央区(以下，「札幌市」と称す)を選定した．なお，石狩市は札幌市
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表 3	 調査項目の概要	 

北区に隣接するベッドタウンであるが，喜茂別町は札幌市南区に隣

接するも，札幌市中心までの距離が遠く，かつ鉄道も 1986 年に廃線

となっており，札幌市のベッドタウンにはなっていない注 4)．	 

2.2 調査地の購買環境 
	 	 H22 年国勢調査文 8)によると調査地の人口は，札幌市中央区約 22

万人，石狩市約 6 万人,喜茂別町約 2500 人である(表 1)．「i タウン

ページ」より購買環境をみると注 5)，いずれの店舗・施設も札幌市中

央区，石狩市，喜茂別町の順に少なくなり，特にデパート，映画館，

カラオケは石狩市と喜茂別町には存在しないことが分かる．また，1

人当り売場面積でみると注 6)，石狩市 1.22[㎡/人]と喜茂別町

1.28[㎡/人]は近似しているが，石狩市には 1000 ㎡以上の大型店が

9 店（最大は 24000 ㎡：図 3）文 10）あるのに対し，喜茂別町では約

800 ㎡のスーパー(図 4)が最大で，他にはコンビニしかなく，後に述

べるヒアリングからも生鮮食品等を中心に購買環境への不満が聞か

れた．	 

2.3	 買物行動及び心理評価の把握の方法	 

１) アンケート調査の概要 
	 	 NHK の国民生活時間調査文 11)によると，北海道の買物行為者率は平	 

日(29％)よりも，土曜日(39％)，日曜日(44％)の方が高く，週末の	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 図 1	 札幌広域商圏の他地区購買率	 	 	 	 	 	 	 	 図 2	 調査地の位置	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 1	 調査地の概要	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

買物が多い注 7)．購買距離が遠い他地区購買は，時間も長いと考えら

れるため，アンケートは休日を対象とした他地区購買の調査(2014

年 12 月〜2015 年 1 月：回収率 30％，以下「休日調査」)を行い，比

較のため平日の自地区購買も尋ねた(2015 年 12 月〜2016 年 1 月：回

収率 35％，以下「平日調査」)	 注 8)．送付先は，住宅地図を用いて

喜茂別町，石狩市，札幌市で各 300 件をランダムに抽出し，休日調

査，平日調査別に各 900 件(計 1800 件)配布した．回答者の属性をみ

ると調査地別に大きな差は見られず，休日・平日調査共に，回答者

は年齢「60 歳以上」が 6，7 割，家族形態は「夫婦のみ」が 4 割，「夫

婦と子供」が 3 割を占めていた(表 2)．	 

２) アンケート調査の内容 
  アンケートは買物実態と心理評価に関する項目の大きく 2 つに分

けて尋ねた(表 3)．買物実態に関しては他地区購買の特徴を把握す

るために買物先までの「移動・同伴」，買物先での「買物行動」およ

び外食や娯楽施設の利用といった「付帯行動」の 3 つの項目に分け

て尋ねた．「移動・同伴」については「どのような手段で，誰と，移

動にどれくらいの時間がかかるか」を尋ねた．商圏調査では，金額

のみでみた購買率のため，「買物行動」では「買物回数や買物先，最

寄品買回品購入率，1 回あたりの金額，買物にかける時間」を尋ね	 

た．「付帯行動」は外食先，外食を行う割合(以下，「外食率」)，買	 

	 

表 2	 アンケート調査の結果	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 

 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 3	 石狩市の大規模小売店	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 4	 喜茂別町で最大面積のスーパー	 
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物以外に利用する店舗・施設，買物以外の店舗・施設を利用する割

合(以下，「その他利用率」)を尋ねた(表 3)．平日調査では，平日に

最寄品の買物が多いことを想定し，買物先を限定し，付帯行動は割

合のみを尋ねた注 9)．	  
	 心理評価は，「楽しい」「わくわくする」という積極的な評価と「退

屈する」「つまらない」という消極的な評価を併せて尋ねた．また，

休日・平日を比較するために「気分転換できる」「充実している」「く

つろげる」も加え，計 7 項目を設定し，各々6 件法で尋ねた．	 	 

2.4	 比較分析の方法	 

	 	 他地区購買の特性を明らかにするためにアンケートで把握した買	 	 

物実態を集計し，調査地別に比較する．また，調査地別の休日・平

日の心理評価を母平均の差の検定(両側検定)により比較することで，

休日の他地区購買における心理評価の特徴を明らかにする．最後に，

買物行動の心理評価の要因を買物実態と心理評価の単相関分析を調

査地別および高齢者，非高齢者別に比較することで明らかにする．	 

	 

3. 他地区購買の実態 
3.1 休日・平日の購買先における平均買物回数および金額 

	 	 休日・平日の購買先別の買物回数，金額は表 4 となる．喜茂別町

で休日の購買先に札幌市を挙げているのは 58 人おり，平均の買物回

数は月に 1.2 回，平均の金額は 16429 円となる．休日の札幌市以外

の買物先としては，51 人が倶知安町を挙げており，月に 2.2 回（平

均金額 9451 円）の買物を行っている．休日の買物回数では，自地区

(喜茂別町)が 6.4 回と多くみえるが，回答者は 5 名と少ない．また

「買物回数＊金額」をみると，札幌市と倶知安町はほぼ同額で，金

額ベースでみた商圏調査の結果と類似している．一方，平日の喜茂

別町の買物先は，回数および回答者数をみても，倶知安町よりも自

地区内（喜茂別町）が最も多い．札幌市は休日・平日共に，自地区

内(札幌市)で買物回数および回答者数が多く，石狩市に関しては，

休日の札幌市での買物は平均月 4.1 回，「買物回数＊金額」では，自

地区(石狩市)と札幌市で約半々費やしているのに対し，平日は石狩

市(自地区)での買物が多いことが分かる．	 

	 

表 4	 休日・平日の平均買物回数と平均金額	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

3.2	 調査地別の休日の札幌市での買物実態	 

	 	 引き続き，休日の札幌市における買物の概況をみる。	 

1)	 移動と同伴	 

	 全調査地で休日の札幌市での買物の交通手段は自家用車が多く

(図 5)，平均の片道移動時間は，札幌市(29 分)，石狩市(44 分)，喜

茂別町(87 分)であり，喜茂別町は石狩市の 2 倍の時間を費やしてい

る(図 6)．同伴者は全調査地で家族が多いが(図 7)，同伴率では,喜

茂別町(68％)が最も多く，2 回に 1 回は家族と一緒に買物を行って	 

いる(図 8)．	 	 

2)	 買物内容	 

	 	 休日の札幌市での買物の平均時間は，札幌市(169 分)，石狩市(225

分)，喜茂別町(401 分)となっており，札幌市，石狩市に比べて，喜

茂別町は 1.5 倍以上長く，半日掛かりで買物を行っていることが分

かる(図 9)．買物先は，大型店・百貨店が札幌市(66％)や石狩市	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

  	 	 図 5	 交通手段(休日)	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 6	 平均の片道移動時間	 	 	 	 	 	 	 	 
 
 

 
 
 
 

図 7	 同伴者(休日)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 8	 同伴率	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図 9	 平均の買物時間	 	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図 11	 最寄品購入率	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図 12	 買回品の購入率	 	          図 10	 買物先(休日)	 
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(53％)で多いのに対し，喜茂別町はスーパー(70％)が最も多い(図

10)．買物に際して最寄品購入率(図 11)は札幌市(83％)に次いで喜

茂別町(79％)が高いことが分かる．また，買回品購入率では,喜茂別

町は 47％と他地区に比べて低いことをみると(図 12)と，喜茂別町に

おける休日の札幌市での買物は主に生活に必要な物の買物であるこ

とが窺われる．	 

3)	 買物付帯行動	 

	 買物の際の外食率は,札幌市(28%)，石狩市(35％)，喜茂別町(67％)

となっており，買物に時間をかけている喜茂別町が特に高く(図 13)，

外食先は，喜茂別町にはないファミリーレストラン(62％)が多い(図

14)．全調査地で買物以外の店舗・施設は映画館，理容室・美容室の

利用がみられるが(図 16)，その利用割合は,	 全調査地で低く(札幌

市 15%,	 石狩市 16%，喜茂別町 22%)，4 回中 1 回未満である(図 15)．

3.3	 平日の自地区での買物行動と休日の札幌市での買物行動の比較	 	 	 	 

	 	 3.1 で述べたように，平日には全調査地で自地区の買物が多い．

平日の自地区での買物先までの交通手段は休日同様に全調査地で自

家用車が多い(図17)．平均移動時間は札幌市(16分)，石狩市(13分)，

喜茂別町(12 分)であり，休日より短く，特に喜茂別町は短い(図 6)．

平均買物時間も札幌市(74 分)，石狩市(70 分)，喜茂別町(41 分)と，

全調査地で休日より短く，喜茂別町は他と比べても約半分である(図

9)．平日の同伴者は，休日同様に全調査地で家族が多いが(図 18)，	 	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 

 
図 13	 外食率	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

 
 
 
 
                                 
	 

	 

図 15	 その他利用率	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 14	 外食先(休日)	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図 16	 買物以外の利用店舗施設(休日)	 	 	 	 図 17	 交通手段(平日)	 	 	 

同伴率は札幌市(16%)，石狩市(25%)，喜茂別町(19％)と，休日より

低い	 (図 8)．平日の買物先は，全調査地でスーパーが多いが喜茂別

町はコンビニ(43％)も多くなっている(図 19)．また，買回品の購入

率は平日よりも休日の方が高いが(図 12)，最寄品の購入率は休日・

平日に関わらず高い(図 11)．平日の買物の際の外食率は,札幌市	 

(15%)，石狩市(9％)，喜茂別町(3％)であり，平日には外食があまり

行われない(図 13).買物以外の店舗・施設の利用率も全調査地で低

い(札幌市 19%,石狩市 16%，喜茂別町 15%)(図 15)．	 

3.4	 ヒアリングによる喜茂別町の買物実態	 

	 	 喜茂別町の買物実態が高齢者，非高齢者ではどの程度異なるかを

確認するため，町役場を通じて若年世帯および高齢世帯にヒアリン

グ調査を行った(2014 年 9 月，2015 年 8 月：非高齢者 4 名．高齢者

13 名)．子供をもつ 30〜40 代の非高齢者では，「札幌市での買物は

10 時に出て，18 時に帰る(男，42 歳)」「週に 1 回は倶知安町，月に

1 回程度は札幌市を利用(男，38 歳)」「町内のスーパーは値段が高く，

新鮮ではないので行かない(女，44 歳)」「子供用品店はなく，札幌

市南区の専門店で買う(女，41 歳)」等の声が聞かれた．一方で，75

歳以上の 13 名では，「町内のスーパーは週に 3 回は利用(女，83 歳)」

「札幌市や倶知安町は月に 1 回程度，ほとんど町外では買わない(女，

86 歳)」．「町外で買物をすると持って帰るのが大変だから(女，76

歳)」とも述べていた．同じ喜茂別町居住者でも，非高齢者は倶知安	 

	 

表 5	 休日・平日の心理評価の母平均の差の検定	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

※P 値 5％未満をハッチング	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 図 18	 同伴者(平日)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 19	 買物先(平日)	 
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表 7	 休日の心理評価と買物行動の単相関分析および無相関の検定	 

※＊:5％有意，＊＊：1％有意，有意水準 5％未満の正の相関係数をハッチング	 

町での買物回数が多いが，特に後期高齢者は自地区での買物回数が

より多くなっており，他地区での買物には必ずしも積極的ではない

という一面も確認された．	 

	 

4.	 他地区購買行動の心理評価	 	 

4.1	 休日・平日の買物行動の心理評価の比較	 

	 休日の買物の心理評価の各項目について「あてはまる＝6」〜「あ

てはまらない＝1」として平均値を算出した．全調査地で「退屈する」，

「つまらない」に比べて，「楽しい」等の 5 項目が高い(表 5)．調査

地別にみても差異はほとんど見られず，平日の買物の心理評価でも，

全調査地で全項目の平均値が低い．各心理評価項目については，休

日の札幌市での買物と平日の自地区での買物の母平均の差を検定し

た(表 5)．21 組のうち，13 組で有意差が得られた．全調査地で「楽

しい」「わくわくする」について平日の自地区での買物よりも休日の

札幌市での買物の方が平均値は高い．中でも「楽しい」の有意差は

札幌市(0.8)，石狩市(0.8)に比べて，喜茂別町(2.0)は倍以上の差が

見られる．その他にも喜茂別町については全評価項目について有意

差が得られており，「充実する(1.9)」，「気分転換できる(1.7)」は「楽

しい」に次いで有意差が大きい．また，平日の自地区での買物の方

が「退屈する(-0.8	 )」，「つまらない(-1.0)」という評価になってい

る．	 

4.2 休日の心理評価の要因 
	 7 つの心理評価項目の関係を分析するため，主成分分析を行った

（表 6）。全調査地で共通して，固有値が 1 以上の主成分は主成分 1	 	 

	 

表 6	 休日の心理評価の主成分分析結果	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 

※主成分 1，2 のうち主成分負荷量が大きい方をハッチング	 

	 

 	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

と主成分 2 であり，これらの累積寄与率で 80％を得られたため，主

成分 1 と主成分 2 を評価軸として採用した．各主成分に含まれる評

価項目の主成分負荷量は，主成分 2 は「退屈する」，「つまらない」

の負荷量が高く，主成分 1 は「楽しい」等，その他の 5 項目の負荷

量が高い．このことから，主成分 1 を「ポジティブ評価」，主成分 2

を「ネガティブ評価」とする．	 

  これら 2 つの心理評価の要因を探るため，アンケート調査より把

握した買物実態に関する項目と主成分負荷量の単相関分析および無	 

相関の検定を行った(表 7)．名義変数(同伴者，大型店・百貨店・ス

ーパー，専門用品店，外食先，買物以外の店舗・施設)については「有

り＝1」，「無し＝0」とした．ポジティブ評価と有意に正の相関が認

められた項目をみると，喜茂別町では，「買回品購入率(0.39)」が高

く，「金額(0.4)」をかけること，買物の際の「外食率(0.32)」が高

いこと，娯楽施設等「買物以外の店舗・施設の利用(0.55)」はポジ

ティブ評価と正の相関がある．喜茂別町では休日の札幌市での買物

で外食等の付帯行動の割合も高く，時間もかかっているが，これら

の行動をポジティブに評価していると考えられる．一方で，札幌市

と石狩市は金額をかける等の買物行動の項目はポジティブ評価と相

関が認められず，外食率が高いことのみがポジティブ評価に関連し

ている．また，全調査地でネガティブ評価と有意に正の相関が認め

られる項目はなく，これらの買物実態はネガティブ評価とは関連が

みられない．	 

4.3	 年齢別の休日の心理評価の向上要因	 

	 	 年齢によって，ポジティブ評価とネガティブ評価に関連する買物

行動が異なると考えられる．非高齢者(60 歳未満)，高齢者(60 歳以

上)に分けて，心理評価の主成分分析および買物実態の項目と主成分

負荷量の単相関分析を行った(表 7)．ポジティブ評価と有意に正の

相関が認められた項目をみると，喜茂別町では非高齢者と高齢者に

共通して，「買物以外の店舗・施設の利用」と外食に関する項目はポ

ジティブ評価と正の相関がある．加えて，高齢者のポジティブ評価

の要因は「金額(0.37)」をかけ，「買回品購入率(0.47)」が高いこと

であり，他地区購買に積極的ではないことを踏まえると，買回品を

購入する機会と捉えていると考えられる．非高齢者のポジティブ評

価の要因は札幌に行く「買物回数(0.53)」，「最寄品購入率(0.56)」	 

が高いこと，「同伴者(0.51)」と一緒に行くことであり，他地区購買	 
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に積極的であることを踏まえると，同伴者と買物に出かける機会と

捉えていると考えられる．同伴者別には家族についてポジティブ評

価と有意に正の相関が認められた注 10)．石狩市では，高齢者のポジ

ティブ評価の要因は「移動時間(0.49)」が長く，「外食率(0.4)」が

高いことであるのに対し，非高齢者は喜茂別町同様，「同伴者(0.47)」

と一緒の買物をポジティブに評価している．	 札幌市では，高齢者の

ポジティブ評価の要因は「時間(0.4)」が長いことであるのに対し，

非高齢者は「買回品購入率(0.61)」が高いことが正に相関している．

また，ネガティブ評価は，非高齢者については全調査地で正の相関

は認められず，高齢者については札幌市で「外食金額」，石狩市で「そ

の他利用率」のみが認められた．喜茂別町においては高齢者であっ

ても正の相関が認められず，本研究で取り上げた買物実態の項目に

ついてはネガティブ評価に関連していないと分かる．	 

	 

5. 結果の要約と考察 
本研究では他地区購買の実態と心理評価を明らかにした．得られ

た主な結果は下記である．	 

1)	 他地区購買は休日が多いが平日であってもみられる．	 

	 札幌市での買物を行っている人は平日(石狩市 63％，喜茂別町

12％)よりも，休日(石狩市 87％，喜茂別町 82％)が多い．喜茂別町

は平日には自地区(85％)に次いで札幌市よりも近い倶知安町(52％) 
で半数の人が買物を行っている．	 

2)	 休日の他地区購買は付帯行動を伴い，時間も長く，地方では家族	 

との同伴率が高い．	 

	 	 休日の札幌市での買物は石狩市よりも喜茂別町の方が，時間，金

額をかけ，最寄品購買率，外食率の高い買物となっている．また，

休日の札幌市での買物の同伴率は石狩市(33％)よりも喜茂別町

(68％)が高く，喜茂別町にとっては特に家族と同伴して行う買物で

ある．	 

3)	 ポジティブ評価は休日の方が高く，地方では差が大きい	 	 

	 	 全調査地で平日よりも休日のポジティブ評価が高く，調査地別に

は差がみられないが，特に最も時間をかけて行っている喜茂別町で

は，平日と休日の差が大きいことから，休日の他地区購買は楽しみ

の一つになっていると考えられる．	 

4)	 地方において他地区購買の特性は心理評価と関連がある	 

	 	 喜茂別町は，他地区購買に付帯行動(外食，買物以外の店舗・施設

の利用)を伴うが，これらの行動はポジティブ評価と正の相関がある．	 

5)	 心理評価の要因は高齢者と非高齢者で異なる．	 

	 	 休日の札幌市での買物におけるポジティブ評価の要因は，喜茂別

町では，付帯行動は高齢，非高齢に関わらず，ポジティブ評価と正

に相関する．加えて高齢者は「買回品購入率」，「金額」が正に相関

しており，他地区購買に積極的ではないことを踏まえると，休日の

札幌市での買物を自地区では購入しがたい買回品を購入する機会と

捉えていると考えられる．非高齢者は「買物回数」，「同伴者」が正

に相関しており，石狩市でも非高齢者は「同伴者」が正に相関する．

特に喜茂別町では家族と同伴することが正に相関しており，非高齢

者は他地区購買に時間をかけ，積極的であることを踏まえると，休

日の札幌市での買物を同伴者と買物に出掛ける機会と捉えていると

考えられる．	 
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注釈 
注 1)文 1)では全道の 188 市区町村における買物先(自治体単位)，購入量(金

額)，購入品目(最寄品，買回品)を調査している．購入品目は最寄品 5 項
目と買回品 10 項目の計 15 項目(表 8)の様に定義しており，購買先別の
購入金額をベースに購買率を算出している．全道で最寄品の他地区購買
率(=他地区購買金額/全購買金額)が 80％を超える市区町村は 91(48％)
であり，買回品と最寄品の他地区購買率は相関係数 0.96 で相関が高い．	 

	 	 
表 8	 最寄品と買回品の定義	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
 

	 
注 2)	 商圏人口は札幌広域商圏 287 万 906 人，次いで旭川広域商圏 63 万 2073

人であり，札幌広域商圏は旭川広域商圏の 4.5 倍である．	 	 
注 3)	 北海道広域商圏動向調査では中学校を通してアンケートを配布し，人

口規模別に設定した必要配布数に満たない場合はランダムサンプリング
をしている．一般に人口規模が少ないほど中学生も少なくなるので人口
規模の少ない市町村では中学生のいる世帯以外の方が回答率が高くなる．	 

注 4)文 7)より，札幌市の 2000 年から 2020 年までの長期計画においても喜茂
別町は札幌都市圏 11 市町村には含まれておらず，文 8)より 15 歳以上の
従業者のうち，札幌市への従業者率をみると石狩市(50％，133510 人)に
比べ，喜茂別町(0％，1 人)は少ない．喜茂別町は 72％が自市町村で従業，
他市町村では留寿都(18％)が最も多い．	 

注 5)購買環境については，調査対象地別に i タウンページより各店舗を検索
して数を把握した(2014 年 10 月)．	 

注 6)文 9)より市町村別の売場面積を把握し，文 8)の市町村別人口で除した．	 
注 7)文 11)では，「ある時間幅(15 分・6 時間・24 時間)に買物を 15 分以上し

た人が占める割合」を買物行為者率として，平日，土曜日，日曜日を比
較している．	 

注 8)アンケートにおいては，休日に札幌市，平日に自地区での買物が行われ
ると推測して，詳細な質問項目は購買地を指定して尋ねているが，休日
の札幌市以外の購買地，平日の自地区以外の購買地での買物についても
尋ねている．結果は表 4．	 

注 9)平日調査では，最寄品の買物が中心であると考え，外食先，買物以外に
利用する店舗・施設については尋ねていない．また，買物先についても，
「大型店・百貨店，スーパー，コンビニ，その他」に限定した．	 

注 10)喜茂別町の非高齢者について，同伴者(家族，友人)別の相関分析結果
では家族がポジティブ評価と有意に正の相関が認められた(表 9)．	 

	 
表 9	 同伴者別の相関分析結果	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

※＊：5％有意，有意水準 5％未満の正の相関係数をハッチング	 
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